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国土交通省関東地方整備局 甲府河川国道事務所 

 地域広報官（副所長：河川）小池 栄史 

 工務第一課長         伊藤 一十三         

 地域広報官（副所長：道路）小幡 宏           

 工務第二課長        水川 靖男         

【河川事業】 

 ■富士川河川環境整備事業 

  ・富士市雁堤・木島地区の環境整備事業が完成します。  

【道路事業】 

 ■改築事業 

  ・中部横断自動車道（富沢～六郷）では、新たに和田トンネルに着手します。引き続き、全線に渡   

   り工事等を実施します。 

  【開通の見通し】 

  ・中部横断自動車道富沢ＩＣ（仮称）～六郷ＩＣ（仮称）間 ２８．３ｋｍ  「平成２９年度」 開通予定 

  ・国道20号 竜王拡幅（甲斐市竜王～甲斐市下今井）    １．７ｋm  ｢平成２５年度｣ 開通予定 

  ・国道52号 上石田改良（甲府市上石田～甲府市寿町）  ０．８ｋｍ   ｢平成２５年度｣ 開通予定 

 ■交通安全事業 

  ・国道139号 本栖地区歩道整備他２箇所の事業に新規着手します。 

 ■電線共同溝事業 

  ・国道20号 甲斐電線共同溝事業 他１箇所の事業に新規着手します。 

ろ く ご う 

ふ   じ かりがねつつみ き じま 

 

【河川事業】  身延町切石地区・手打沢地区の築堤護岸整備に着手します。  

【道路事業】   国道２０号 竜王拡幅について、今年度内に全線開通します。 

           国道５２号 上石田改良について、今年度内に部分開通します。 

   

 甲府河川国道事務所では、河川事業として、富士川、釜無川及び笛吹川等の計１２２ｋｍの維持 
管理、浸水被害解消のための築堤護岸等の整備等を、道路事業として中部横断自動車道（富沢   
～六郷）の整備のほか、国道２０号、５２号、１３８号、１３９号の計２５８ｋｍの維持管理、道路拡幅、
バイパス事業及び交通安全対策等を行っています。 
 平成２５年度は、約２７９億円   で事業を実施します。（※）維持管理費、業務取扱費等を除く 
 主な事業は、下記のとおりです。 
 
 

 ≪主な事業内容≫ 
 
 
 

   かみいし だ かいりょう 

ち ゅ う ぶ お う だ ん じ ど う し ゃ ど う とみざわ 

もと す    ち   く   ほ   どう せい び  

か  い でんせんきょう どう  こう 

わ  だ 

りゅうおう かくふく 

   こ  いけ   さか し 

    い   とう   ひ    と   み    

  お ばた  ひろし 

   みずかわ  やすお 

とみざわ ろ く ご う 

※本資料の内容は、甲府河川国道事務所のホームページでも確認できます。 
           URL - http://www.ktr.mlit.go.jp/koufu/ 

０５５－２５４－６５７１ 
（計画課） 

（※） 
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か  い  し   りゅう おう  りゅう おう かくふく か  い  し   しも いま い 

かみ いし だ こう ふ し かみ いし だ こう ふ し ことぶきちょう 
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【河川事業】 

  管内図（河川）  ・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

  事業費（河川）  ・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

  身延町切石・手打沢地区改修  ・・・・・・・・・ ５ 

  身延町大野地区改修  ・・・・・・・・・・・・・ ６   

  甲府市小曲地区河岸浸食防止対策  ・・・・・・・ ７ 

    富士市雁堤・木島地区環境整備   ・・・・・・・・ ８ 

  維持管理  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 

  河川工作物関連応急対策（老朽化対策）   ・・・・１１ 

  防災学習・環境学習の取り組み  ・・・・・・・・１２ 

  参考資料 

  実施箇所位置図  ・・・・・・・・・・・・・・・ １４      

  H24補正予算等による 

    河岸浸食対策，河川堆積土砂掘削  ・・・・・・１５  
【道路事業】 

  管内図（道路）  ・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

  事業費（道路）  ・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

  中部横断自動車道（富沢～六郷）  ・・・・・・・１８ 

  国道２０号 新山梨環状道路（北部区間）・・・・・１９ 

  国道２０号 大月バイパス  ・・・・・・・・・・２０ 

  国道２０号 竜王拡幅  ・・・・・・・・・・・・２１ 

  国道５２号 上石田改良  ・・・・・・・・・・・２０ 

  国道１３８号 新屋拡幅  ・・・・・・・・・・・２３ 

  国道１３９号 都留バイパス  ・・・・・・・・・２４ 

  国道５２号 鰍沢地区歩道整備  ・・・・・・・・２５ 

    国道１３９号 本栖地区歩道整備  ・・・・・・・２６ 

  国道１３９号 大田和交差点歩道整備 ・・・・・・２７ 

  国道１３８号 山中湖自転車歩行者道整備・・・・・２８ 

  国道２０号 甲斐電線共同溝 ・・・・・・・・・・３０ 

  上石田電線共同溝  ・・・・・・・・・・・・・・３１ 

  富士北麓電線共同溝・富士北麓(２)電線共同溝・・・３２ 

  維持管理  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３ 

目  次 
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直轄管理区間 

直轄管理区間 

身延町切石・手打沢地区改修 

富士市雁堤・木島地区環境整備 
凡  例 

河川改修費 

総合水系環境整備事業費 

河川工作物関連応急対策事業費 

身延町大野地区改修 

富士川町 

市   

   

管内図（河川） 

柏排水機場ポンプ改善 

3 

甲府市小曲地区河岸浸食防止対策 

上高砂排水樋管開閉装置改善 



事業費（河川） 

（単位：百万円） 

事 業 名 事業費 

河川改修費   

身延町切石・手打沢地区改修 
身延町大野地区改修 
甲府市小曲地区河岸浸食 
             防止対策 

964 

総合水系環境整備事業費 富士市雁堤・木島地区 
            環境整備  26 

河川工作物関連 
       応急対策事業費 

上高砂排水樋管開閉装置改善 
柏排水機場ポンプ改善     等 242 

合 計     1,232 

※上記のほか、河川維持費、業務取扱費等がある。 
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官民境界 

A 

A’ 

築堤護岸工 

① 

築堤護岸工 

用地 

用地 

平 面 図 

 切石地区の用地取得・家屋等の補償を実施するとともに、築堤護岸を実施する予定です。 

 

身延町切石・手打沢地区改修  

                                       

                                           【山梨県】直轄  

平成２５年度予定 

 みのぶちょう  きりいし   てうちざわ ち  く  かいしゅう 

事業の効果 

事業の概要 

 身延町切石・手打沢地区は、旧中富町役場、現身延町役場があり、災害時には町の中枢機能とし

て機能する一方で、Ｓ３４洪水、Ｓ５７洪水では無堤部及び暫定堤防の為、外水氾濫を生じています。 
 富士川河川整備計画では、Ｓ５７災の中流部における実績浸水箇所を下流側地区より順次、着実

に進め、本年をもって下流側の身延町大野地区が完成を迎えることから、次期地区として切石・手

打沢地区の築堤護岸に着手します。 
  

 無堤防地区の築堤護岸等を整備し、戦後最大降雨（昭和５７年洪水）による実績浸水被害の解

消を図ります。 

計画高水位  223.99 

官
民
境
界 ▽ 

用地取得 

横 断 図 
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 一連区間の築堤の最終事業としてＨ２４から二カ年国債で樋管新設工事を実施中で、樋管及び

築堤護岸を実施。 

 

身延町大野地区改修  

                                       

                                              【山梨県】直轄  

平成２５年度予定 

み のぶ ちょう おお の ち く かいしゅう 

事業の効果 

 無堤防地区の築堤護岸及び樋管等を整備し、戦後最大降雨による実績浸水被害の解消を図り

ます。 

 身延町大野地区は、日蓮宗の総本山である身延山久遠寺参拝の玄関口、船着き場として栄えた

地区で、Ｓ３４洪水、Ｓ５７洪水では無堤部の為、外水氾濫を生じています。 
 当地区の前後、対岸区間は、山間狭隘部で生活道路の国道・県道が降雨に伴う雨量規制区間と

なっており、洪水時には陸の孤島となるため地区外からの水防活動、救援活動等が困難となりま

す。また、無堤になっている他、氾濫原には病院などの重要施設も存在します。 
 このため、Ｈ１３年度より実績浸水地の解消のため、築堤護岸工事に着手し、Ｈ２４年からは最後

の締め切りとなる支川樋管工事（新設）に着手し、Ｈ２５年を持って一連区間の改修事業が完成し

ます。 
【全体計画】 
事業箇所：山梨県南巨摩郡身延町大野地先 
事業内容：築堤護岸Ｌ＝１，１４０ｍ、排水樋管１箇所、堤外水路 
全体工期：平成１３年度～平成２５年度 

事業の概要 

 平成２４年度は、築堤護岸・用地買収を実施します。 

 無堤防を解消する築堤護岸の実施により、浸水被害の軽減が

図られます。 

身延町 身延町  

大野地区 

 築堤はH23年度に概成（橋取付部） 
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甲府市小曲地区河岸侵食防止対策  

                                       

                                           【山梨県】直轄  

平成２５年度予定 

こ  う  ふ     し    おまがり ち  く   か がんしんしょくぼう   し   たいさく 

事業の効果 

事業の概要 

 富士川、笛吹川は、急流河川で流速が早く、さらに河道の変化点や二極化を生じやすい区間で

は澪筋の変動、移動を生じやすく、小規模な洪水でも堤防や河岸を急激に洗掘する流れが生じや

すい。近年では、釜無川の浅原地区（Ｈ１５年、Ｈ２３年）、笛吹川の小石和地区（Ｈ２３年２箇所）で

堤防が急速に侵食される事象が発生し、緊急復旧を行っている。 
 こうした中、平成２４年７月の九州の豪雨災害等を踏まえた堤防の緊急点検を行った結果より、

侵食が進んでいる小曲地区において、河岸侵食防止対策事業に着手する。本地区は、Ｈ２３洪水

での侵食以降、臨時の防止対策として根固めブロックの投入等を実施してきたが、さらなる侵食が

確認されていることから、本設の護岸工に着手するものである。 

 堤防防護の河岸侵食防止対策として護岸工を実施する予定です。 

 護岸を整備し、堤防の侵食防止を図り、破堤はん濫被害の解消を図ります。 

笛吹川 

現 況 写 真 

H.W.L.  255.37 

護岸工 L=90m 

横 断 図 

水衝洗掘箇所 

笛吹川 

38m 

小曲地区で破堤した場合の浸水想定区域 

× 
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富士市  雁 堤・木島地 区 環境整備 

                          
 
 
 

ふ じ し 

平成２５年度予定 

事業の効果 

事業の概要 

Ｈ２５年度事業費：０．２６億円 

 平成２５年度は、管理用通路の整備を実施する予定です。 

 富士川の水衝部における対策工としての護岸整備や、
河川管理機能の向上が図れる通路を整備する事により、
治水的効果の向上と相まって、河川環境の向上も図ら
れます。 

 本事業の当地区は富士川下流部に位置し、広大な礫河原が広がる自然豊かな河川景観と
なっている。左岸側には、富士川を代表する歴史的な治水施設である「雁堤（かりがねづつ
み）」があり、伝統行事の「かりがね祭り」が毎年行われるなど、地域住民に親しまれている箇所
である。 
 平成２０年１１月に富士川町・富士市が富士川を挟んで合併し、(新)富士市では当該地区を
「富士川ふれあいエリア」と位置づけ、雁堤の歴史・文化を学び、自然豊かな水辺環境で憩える
場として利用を推進する予定である。 

 そこで、その構想に基づき、水辺に近づけるよう管理用通路、低水護岸等、を実施する。 

かんきょうせいび かりがね  づつみ   き  じ ま   ち     く    

【静岡県】直轄 

← 富士川 

案内看板 

岩本山公園 

実相寺 

東名高速道路
富士川ＳＡ  
(ｽﾏｰﾄIC) 

道の駅    
富士川楽座 

H25年度 
管理用通路 

岩本山・雁堤プロジェクトエリア 

事業箇所 

平 面 図 

位 置 図 

H25年度 
管理用通路 

平成２５年度完成予定 
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【事業の概要】 
 富士川は長野・山梨・静岡の３県にまたがる流域面積が3,990km2、幹線流路延長

が１２８kmの一級河川でそのうち甲府河川国道事務所で管理する延長は、富士川及

び釜無川、笛吹川等合わせて１２２．１kmです。 
 沿川住民が安心して生活でき、多くの人々から親しまれる河川とするために堤防、

護岸、河川構造物等の河川管理施設の維持・管理や堤防除草、河川巡視や定期的

な点検等を実施しています。 

【平成２５年度の予定】 

 
  

○日常管理 
 ・堤防・護岸や排水機場等の河川管理施設の維持・管理を行います。 
 ・堤防の状態を点検・把握するために堤防除草を実施します。 
 ・川の機能が正常に保たれているか、また堤防や水門などに異常がないかな 
  ど、管内の河川巡視を実施します。 
  

堤防除草 

堤防点検 河川管理施設の点検 

河川巡視 

い じ か ん り      

維持管理（１） 
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維持管理（２） 

 
  

い じ か ん り      

河道内に著しく繁茂した樹木
により、洪水時に水が流れに
くくなる。 

○緊急時の対応 
 ・洪水や地震が発生した場合は、堤防や護岸、樋門、排水機場などの状況を   
  確認し、被災に対して迅速に対応します。 

出水中の状況把握により川岸
の浸食箇所を発見。 

浸食の進行を抑えるために、緊
急的に根固めブロックを投入。 

○河川の機能を維持するための工事 
 ・河川内に繁茂した樹木により、洪水時の安全な流れの阻害となったり、 
  河川状況の把握など河川管理上支障となる樹木について伐採を行います。 
  また、土砂の堆積により流れの阻害が著しい箇所では、土砂の掘削を行う 
  ことにより洪水等の流水を安全に流します。 

樹木伐採 

樹木伐採により、洪水時にお
ける流下断面を確保し、洪水
を安全に流下させます。 10 



河川工作物関連応急対策 

 
【事業の概要】 

  河川管理施設について長期間の供用により老朽化が著しく、維持管理性が低下し

た設備の改善措置や機能向上を目的とした設備の改善措置を行います。 

か せ ん こ う さ く ぶ つ か ん れ ん お う き ゅ う た い さ く      

【平成２５年度の予定】 

 平成２５年度は、上高砂排水樋管の開閉装置改善，柏排水機場のポンプ改善等を

実施します。 

 老朽化した施設の機能の回復・向上及び維持管理性の向上を図ります。 

ろ う き ゅ う か 

かしわはいすいきじょう ひ か ん 
かみたかすな 

Ｈ２５年度事業費： ２．４２億円 
【山梨県】直轄  

【事業の効果】 

上高砂排水樋管 

釜
無
川
 

信玄橋 

柏排水機場 

笛吹川 

セラミック軸受け 

電動ラック開閉機 

主ポンプ 

排水機場全景 

簡易電動開閉機 
（スピンドル式） 

（現状）→（更新後） 
・開閉装置の改善により、開閉操作に要する 
 時間を短縮 

現状 

更新後イメージ 

ゴム軸受け 

更新後イメージ 

内部拡大 

中央道 
甲府南ＩＣ 
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（現状）→（更新後） 
・ポンプの改善により、信頼性及び 
 耐久性が向上 

現状 



防災学習・環境学習の取り組み 

【概 要】 

 出前講座は、「国土交通省の事業の必要性や、それらに対する取り組みを伝えるこ

と」、「国民とのコミュニケーションを図ること」などを目的に実施しているものです。 
 甲府河川国道事務所では、現在、行っている事業や防災・環境への取り組みにつ

いて、小中学校の総合学習や市民の生涯学習の場へお伺いし説明する出前講座を

実施しています。 
 平成２４年度は、小学生を中心に１０団体、延べ約５５０名に対して出前講座を実施

しました。今年度も引き続き実施します。 

【平成２４年度に実施した出前講座】 

 甲府河川国道事務所では富士川において、身近な川の水質や環境について理解

頂くことを目的に、流域のみなさんに参加を募り、簡易水質測定用具を用いて水質を

調べる「富士川一斉水質調査」や、沿川の小中学校に協力して頂き、富士川に住ん

でいる水生生物を指標として水質の状況を確認する「水生生物による水質簡易調査」

など住民参加型の調査を行っています。 
 平成２４年度は、前年同様に、延べ約８４０名の参加により実施されました。今年度

も引き続き実施します。 

 甲府河川国道事務所では、防災学習や環境学習の一環として「出前講座」や「住民

参加の水質調査」に取り組んでいます。 

【出前講座】 

【住民参加の水質調査】 

【平成２４年度に実施した水生生物調査】 

ぼうさいがくしゅう    かんきょうがくしゅう                 
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参考資料

（Ｈ２４年度補正予算等による

河岸浸食対策・河川堆積土砂掘削）
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実施箇所位置図

直轄管理区間

直轄管理区間

山梨市万力地先河岸浸食対策

甲府市白井地先河岸浸食対策

韮崎市竜岡地先河岸浸食対策

中央市今福新田地先
河岸浸食対策

富士川町

笛吹市大間田地先河岸浸食対策

西八代郡市川三郷町
市川大門地先河岸浸食対策

南アルプス市鏡中条地先河岸浸食対策

南アルプス市東南湖地先河岸浸食対策

南アルプス市浅原地先河岸浸食対策

西八代郡市川三郷町
高田地先河岸浸食対策

市川大門地先河岸浸食対策

中央市今福地先河岸浸食対策西八代郡市川三郷町
高田右岸地先河岸浸食対策

西八代郡市川三郷町
市川大門地先河川堆積土砂掘削

西八代郡市川三郷町
高田地先河川堆積土砂掘削

凡 例

河岸浸食対策（H24補正予算等）

河川堆積土砂掘削（H24補正予算等）

市

静岡市清水区蒲原地先
河岸浸食対策

富士市松岡地先河岸浸食対策
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河岸浸食対策・河川堆積土砂掘削（復興・防災対策 ）
ふっ こう ぼ う さ い た い さ くか が ん し ん し ょ く た い さ く か せ ん た い せ き ど し ゃ く っ さ く

河岸浸食対策
【事業の概要】

「平成24年７月の九州の豪雨災害等を踏まえた堤防の緊急点検結果（平成24年９月）」に
おいて、水衝部等の河岸侵食に対する安全性が低いとされた箇所について、H24補正予
算等により、緊急的に侵食対策を実施し、早期に地域の安全性の向上を図ります。

【事業の効果】

河岸浸食対策

川岸の浸食が進行し、堤防や
背後の居住地等が危険となる。

護岸の構築により、浸食を防止
し、背後地の安全を確保する。

【事業の概要】

河川堆積土砂掘削

笛吹川本川では土砂が堆積し中州となり、洪水時に流れの阻害となるとともに偏流

などにより河岸浸食などの堤防への影響が懸念されています。

また、笛吹川との合流点付近の芦川では、洪水等により堆積した土砂により河道が

閉塞しており洪水時において流れの阻害となっています。

このため、堆積土砂の掘削を行うことにより、洪水時の流水を安全に流します。このため、堆積土砂の掘削を行うことにより、洪水時の流水を安全に流します。
【事業の効果】

笛吹川

整備イメージ

川の水が流れにくく、堤防に向
かって流れたりしてしまう。

掘削により、流水の断面を確
保し、安全に水を流下させる。 15



管内図（道路） 

新山梨環状道路（北部区間） 

中
部
横
断
自
動
車
道
（
富
沢
～
六
郷
） 

大月バイパス 

竜王拡幅 

上石田改良 

都留バイパス 

新屋拡幅 

山中湖自転車歩行者道整備 

甲斐電線共同溝 

本栖地区歩道整備 

富士北麓電線共同溝 
富士北麓(2)電線共同溝 

鰍沢地区歩道整備 

上石田電線共同溝 

甲府電線共同溝 

大田和交差点 
歩道整備 
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事業費（道路） 
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中部横断自動車道（富沢～六郷） 

【事業の概要】 
 中部横断自動車道は、静岡県静岡市を起点とし、山梨県甲斐市を経由し長野県小

諸市に至る延長約１３２ｋｍの高速自動車国道です。 
 山梨県区間の(仮称)富沢ＩＣ～(仮称)六郷ＩＣの２８．３ｋｍ 
については、平成１７年度より直轄事業として事業に着手し、 
平成２９年度の開通を予定し事業を進めています。  
 事業効果として、中部横断自動車道が整備されることに 
より、現在整備が進められている新東名をはじめ、中央 
自動車道、上信越自動車道が接続され、日本海及び太平洋 
の臨海地域と長野・山梨県との連携・交流を促進するととも 
に、沿線の方々が安心して暮らせるネットワークの構築、物 
流体系の確立や広域的観光ゾーンの開発・支援等に寄与 
するものと期待されます。 
 事業箇所：山梨県南巨摩郡南部町～西八代郡市川三郷町 
   延   長：２８．３ｋｍ 

ちゅう ぶ  おう  だん   じ    どう     しゃ    どう     とみ   ざわ       ろく    ごう 

【平成２５年度の予定】 
 平成２５年度は、新たに和田トンネルに着手するなど、引き続き全線に渡り工事

を実施するとともに、道路設計、用地買収を実施します。 

しず   おか か  い 

み な み  こ     ま        な ん ぶ ち ょ う 

市川三郷町 

至 

中
央
道 

南部町楮根地区 （田中川橋(仮称)） 
平成25年5月撮影 

こ 

もろ 

に し  や つ し ろ      い ち か わ  み  さ と ちょ う 

と み ざ わ ろ く  ご う 

Ｈ２５年度事業費：２３４．０億円 

ちゅう  ぶ    おう  だん    じ   どう    しゃ  どう 

ちゅう  ぶ   お う だん    じ    どう   しゃ  どう 

しん とう めい 

 えつ  じ   どう   しゃ どう 

ちゅう  おう  

身延町

早川町

南部町

JR身延線

（仮）富沢 IC

（仮）南部 IC

（仮）身延 IC
（仮）六郷 IC

 300 

富士川

 52 

  

早川
（主）南アルプス公園線

（主）富士川身延線

中部横断自動車道（富沢～六郷） 延長２８．３ｋｍ 

至 

新
東
名 

み
な
み 

こ 

ま 

ぐ
ん 

な
ん 

ぶ 

ち
ょ
う 

南
巨
摩
郡
南
部
町 

に
し 

や
つ
し
ろ
ぐ
ん 

い
ち
か
わ  

み  

さ
と
ち
ょ
う 

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町 

凡 例 
事業中 

(仮)身延山ＩＣ 

平成２９年度開通予定 

至 新東名 至 中央道 

じょう しん じ    どう  しゃ   どう  

わ  だ 

（仮）中富IC 
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国道20号 
新山梨環状道路（北部区間） 

 
延長５．０km 

(仮)甲斐IC・JCT
(仮)岩森IC

(仮)牛句IC

(仮)塚原IC

(仮)桜井IC

国道２０号 新山梨環状道路（北部区間） 

Ｈ２５年度事業費：２．００億円 

【事業の概要】 

し ん  や ま  な し  か ん じょう   ど  う  ろ     ほく  ぶ   く    かん 

【平成２５年度の予定】 

 平成２５年度は、道路設計、環境調査を実施します。 

 新山梨環状道路（北部区間）は、甲府中心市街地から半径およそ５ｋｍ～７ｋｍの位

置に計画された総延長約４０ｋｍの環状道路の一部をなす国道２０号のバイパス事業

です。 

   事業箇所：山梨県甲斐市牛句～甲斐市宇津谷 

   延   長：５．０ｋｍ  
 事業効果として、新山梨環状道路（北部区間）が完成することにより、甲府中心市街

地の通過交通の排除や流入交通の適切な分散により、国道２０号や（主）甲府韮崎線

など甲府圏域内の幹線道路の朝夕の慢性的な交通渋滞の緩和が見込まれます。 

 

 

か  い     う し  く か  い      う   つ   や 

凡 例

事業中

調査中（北部区間）

調査中（東部区間）

 

か     

い    

し   

う    

つ    

や 

甲
斐
市
宇
津
谷 

  

か     

い   

し   

う
し 

く 

甲
斐
市
牛
句 至 長野 

至 静岡 至 東京 

しん  やま  なし  かん  じょう どう   ろ ほく    ぶ     く    かん こう    ふ 

北部区間（一般国道20号） 延長15km 

平成25年3月7日 都市計画決定 

しん  やま  なし  かん  じょう  どう  ろ ほく   ぶ      く    かん こう   ふ 

こう  ふ   にら さき 

こうふ 
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国道２０号 大月バイパス
お お つ き

Ｈ２５年度事業費：３．００億円

【事業の概要】

国道２０号大月バイパスは、大月市街地の交通混雑緩和や交通安全性向上を目的と

したバイパス事業です。

平成２２年度までに大月市駒橋～大月二丁目(国道139号)間の延長１．７ｋｍが開通
お お つ き こ ま は し お お つ き

お お つ きお お つ き

( )

しています。

事業箇所：山梨県大月市駒橋～大月市大月町花咲

延 長：３．２ｋｍ

事業効果として、大月バイパスが完成することにより、大月

お お つ き こ ま は し お お つ き お お つ き は な さ き

お お つ き

市中心部を通過するだけの交通の排除などにより交通渋滞

の緩和が図られます。また、すでに開通している大月市駒橋

～大月二丁目(国道１３９号)間では、大月橋東詰交差点にお

ける渋滞緩和や現道の走行速度の向上、通学路などの裏道

【平成２５年度の予定】

平成２５年度は、桂川橋下部工事、ＪＲアンダーボックス

工事及び道路設計、花咲地区の用地買収を実施します。

ける渋滞緩和や現道の走行速度の向上、通学路などの裏道

交通量の減少による安全性の向上などの効果が見こまれます。

かつらかわ

はな さき

工事及び道路設計、花咲地区の用地買収を実施します。

工事区間 （長野方面を望む）
平成25年6月撮影

お大お大

なお、大月バイパスの開通見通しについては、用地取得に
一定の進捗が見られるものの、用地取得に関する調整等の
課題により確定しておりません。今後、用地取得に関する
調整等の見通しが明らかになった時点で公表いたします。

国道20号 大月バイパス 延長３．２㎞ お
つ
き

し
こ
ま
は
し

大
月
市
駒
橋

お

つ
き

し
は
な
さ
き

大
月
市
花
咲

凡 例

事業中

開通済

大月橋東詰交差点

至

至

長
野

至

東
京

事業中 延長１．５㎞ 開通済 延長１．７㎞

お
お
つ
き

大
月
二
丁
目
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国道２０号 竜王拡幅 

【事業の概要】 

りゅう お う か く   ふ く 

【平成２５年度の予定】 

  平成２４年補正予算により、双葉地区舗装工事を実施する

とともに、平成２５年度は、下今井地区舗装工事実施します。 

 また、甲斐市竜王から甲斐市下今井までの延長１．７ｋｍに

ついて、平成２５年度内の開通を予定しています。    

 

 国道２０号竜王拡幅は、甲斐市～韮崎市にかけての交通混雑緩和や交通安全性

向上を目的とした道路拡幅事業です。 
 平成２２年度までに甲斐市竜王地先の延長１．７ｋｍ、甲斐市下今井～韮崎市栄一

丁目間の延長３．３ｋｍが開通しています。 
   事業箇所：山梨県甲斐市竜王～韮崎市栄一丁目 
   延   長：６．７ｋｍ 
事業効果として、竜王拡幅が完成することにより、車線数 
増加による国道２０号の朝夕の慢性的な交通渋滞の緩和 
や歩道整備による交通安全の確保が図られます。 
 
 
 

双葉地区の工事状況（長野方面を望む） 
平成25年1月撮影 

か  い に ら さ き 

か  い    りゅう  おう し も  い ま  い に ら さ き    さかえ 

か  い     りゅうおう に ら さ き    さかえ 

至 

長
野 

至 

東
京 

事業中 延長１．７㎞ 開通済 延長３．３㎞ 開通済 延長１．７㎞ 

国道20号 竜王拡幅 延長６．７ｋｍ 
に
ら
さ
き 

し 

さ
か
え 

韮
崎
市
栄
１
丁
目 

 

か    
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甲
斐
市
竜
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凡 例 
事業中 

開通済 

Ｈ２５年度事業費：１．３０億円 

か   い 

りゅう  おう  かく  ふく 

ふた  ば 

りゅう  おう  かく  ふく 
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し
も
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い 

甲
斐
市
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井 

 

か   い     りゅう  おう  しも  いま    い か  い 

平成２５年度開通予定 
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国道５２号 上石田改良 

【事業の概要】 

か み い し だ か い りょう 

【平成２５年度の予定】 

○甲府市富竹一丁目～甲府市上石田一丁目 
  (延長0.25km) 
 【区間①】平成２５年度は道路設計、富竹地区の 
用地買収を実施します。 

 

 国道５２号上石田改良は、甲府市街地の交通混雑緩和や道路線形の改良等による

交通安全性向上を目的とした、道路拡幅事業です。 

   事業箇所：山梨県甲府市富竹一丁目～山梨県甲府市寿町 

   延   長：１．０ｋｍ 

 事業効果として、上石田改良が完成することにより、線形の 
悪い箇所の改善や右折レーンの設置、歩道設置等による交通 
安全の確保や慢性的な交通渋滞の緩和が見込まれます。  
 

 

荒川橋（仮称）の施工状況（甲府方面を望む） 
平成25年4月撮影 

こ う    ふ 

こ う   ふ      とみ  たけ  こ う   ふ    ことぶきちょう 

○甲府市上石田一丁目～甲府市寿町 
  (延長0.75km)  
【区間②】平成２５年度は、荒川橋等上部工事、舗装
工事及び道路設計を実施します。また、平成２５年
度内の部分供用を予定しています。  

国道52号 上石田改良 延長１．０ｋｍ 

延長０．２５㎞ 
【区間①】 

延長０．７５㎞ 
【区間②】 

至 

甲
斐
市 

至 

甲
府
市
役
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ふ    
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た
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甲
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市
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か
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甲
府
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石
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凡 例 
事業中 

Ｈ２５年度事業費：４．００億円 

かみ いし    だ   かいりょう 

こ う   ふ     とみ  たけ  こ う   ふ       かみ  いし   だ 

こ う   ふ     かみ  いし    だ こ う   ふ    ことぶきちょう 

あら  かわ 

かみ いし    だ    かいりょう 

平成２５年度一部開通予定 
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 国道１３８号新屋拡幅は、富士吉田市内の２車線区間における交通渋滞の緩和や

交通安全の確保を目的とした道路拡幅事業です。 
   事業箇所：山梨県富士吉田市上吉田七丁目～上吉田堰林 
   延   長：２．６ｋｍ 
 事業効果として、新屋拡幅が完成することにより、国道１３８号 
新屋拡幅区間における慢性的な交通渋滞の緩和や、歩道整備 
による交通安全の確保が図られるとともに、災害時の避難路と 
しての機能も確保されます。 
 

国道１３８号 新屋拡幅 

【事業の概要】 

あ ら や か く ふく 

【平成２５年度の予定】 

 

Ｈ２５年度事業費：０．７億円 

 平成２５年度は、道路設計を実施します。 

【上宿交差点付近の交通状況】  
      平成23年8月撮影 

2.6 
 ㎞ 

国
道 

 

号 

新
屋
拡
幅 

延
長 

138 

① 

① 

【富士見バイパス南交差点付近の交通状況】 
                平成23年8月撮影 

② 

② 

凡 例 
事業中 

至 御殿場 

至 富士宮 

至 富士宮 

至 御殿場 

国道１３８号新屋拡幅
（２車線） 

国道１３９号（４車線） 

あら  や    かく  ふく 

あら    や    かく  ふく 

あら    や    かく  ふく ふ      じ     よし    だ 

ふ      じ  よし  だ かみ   よし    だ  かみ    よし  だ せき ばやし 

新屋拡幅 

あ
ら 

や
か 

く
ふ
く 

富士吉田市上吉田七丁目 
ふ   じ  よし  だ   し かみよしだ 

かみよしだせきばやし ふ  じ   よし  だ   し 

富士吉田市上吉田堰林 
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国道１３９号 都留バイパス 

【事業の概要】 

つ   る 

【平成２５年度の予定】 

 

 国道１３９号都留バイパスは、都留市内の幅員狭小区間 
やクランク箇所の交通混雑緩和と交通安全の確保を目的 
としたバイパス事業です。 
 平成２２年度までに、（主）都留道志線から（県）四日市場 
上野原線までの延長５．６ｋｍが開通しています。 
   事業箇所：山梨県都留市十日市場～都留市田野倉 
   延   長：８．０ｋｍ 
 事業効果として、都留バイパスが完成することにより、 
現道の狭小区間の交通渋滞の緩和を図り、歩道未整備 
区間の通行安全性の向上が見込まれます。 

  平成２５年度は、上谷地区改良工事及び道路設計を 
実施します。 

上谷地区の交通状況 
（大月方面を望む） 

       平成25年2月撮影 

つ  る   ど う し よ っ  か   い ち  ば   

つ  る     と う か い ち ば つ  る       た    の   くら 

Ｈ２５年度事業費：１．５０億円 

つ       る つ      る 

かみ  や 

つ       る 

う え  の   は ら 
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 国道５２号の鰍沢地区は、近傍に小学校があり、一部区間が通学路に指定されて

いるが、歩道が未整備のため、通学児童等の歩行者の安全が確保されていない状

況です。本事業は、歩行者が安全に通行できる歩行空間の確保のため、歩道の整備

を行います。 

  事業箇所：山梨県南巨摩郡富士川町鰍沢 
  延     長：０．９ｋｍ 
 事業効果として、当該箇所に歩道が整備されることにより、 
歩行空間の連続性が確保され、通学児童や歩行者の安全・ 
安心の向上が見込まれます。 

【事業の概要】 

【平成２５年度の予定】 
 平成２５年度に新規事業化。本年度は調査設計及び用地買

収を実施します。 

国道５２号 鰍沢地区歩道整備 

鰍沢地区 
歩道整備  

Ｈ２５年度事業費：０．４８億円 

みなみ こ    ま ふ   じ   かわ 

 

平成25年度新規着手 
 かじか ざわ 

      かじかざわ 

［平成24年11月撮影］ 

ち  く   ほ  どう  せい  び 

  

  

  
  

 

 

 

■断面図 

■鰍沢地区の交通状況 

歩道設置

【現況】 

【計画】 

かじかざわ 

至：韮崎 

至：静岡 

至 韮崎市 

至 静岡市 
凡 例 

事業区間 

鰍沢地区 
歩道整備 

 富士川町鰍沢地先 25 



 国道１３９号の本栖地区は、観光地でありハイキング等に利用されている地域です

が、道路線形が曲線で歩道が未整備であるため、歩行者・自転車利用者の安全が確

保されていない状況となっています。本事業は、歩行者の安全に通行できる歩行空

間の確保のため、歩道の整備を行います。 

  事業箇所：山梨県南都留郡富士河口湖町本栖 
  延     長：０．５ｋｍ 
 事業効果について、当該箇所に歩道が整備されることに 
より、歩行空間の連続性が確保されるほか、走行車両の安 
全性の向上が見込まれます。 

【事業の概要】 

【平成２５年度の予定】 
 平成２５年度に新規事業化。本年度は調査設計及び歩道 
設置工事を実施します。 

国道１３９号 本栖地区歩道整備 

 

Ｈ２５年度事業費：０．９６億円 

みなみ つ  る ふ   じ  かわ ぐち こ まち もと  す 

 

平成25年度新規着手 
もと  す  ち   く 

もと  す 

 

ほ   どう せい び 

至：富士吉田

至：静岡

至：富士吉田市  

至：富士宮市 

本栖湖  

凡 例 
事業区間 

本栖地区 
歩道整備 

■本栖地区の交通状況 

歩道設置

■断面図 

富士河口湖町本栖地先 ［平成24年7月撮影］ 26 



 国道１３９号の鳴沢村大田和地区の近傍には小学校があり、歩道が通学路に指定

されているが、一部区間で歩道幅員が狭小な区間があり、通学児童等歩行者の安全

が確保されていない状況となっています。本事業は、既設歩道の拡幅により、安心・

安全に通行できる歩行空間の確保を目的に歩道整備を行います。併せて隣接する

大田和西交差点で右折車線の整備を行います。 

  事業箇所：山梨県南都留郡鳴沢村大田和 
  延     長：０．１ｋｍ 
 事業効果として、当該箇所は、歩道が整備されることにより、 
歩行空間の連続性が確保され、通学児童や歩行者の安全・ 
安心の向上が見込まれます。 
 
 
 
 

【事業の概要】 

【平成２５年度の予定】 
 平成２５年度に新規事業化。本年度は調査設計及び歩道

拡幅工事等を実施します。 

国道１３９号 大田和交差点歩道整備 

 

Ｈ２５年度事業費：０．６９億円 

みなみ つ  る なる さわ むら 

 

平成25年度新規着手 
 おお  だ      わ    こう     さ     てん 

なる さわ  

 

ほ  どう  せい  び 

  

  

  
  

 

歩道拡幅

【現況】 

【計画】 

■断面図 

おお だ  わ 

おお  だ  わ   

おお  だ  わ にし 

至：富士吉田

至：静岡

■大田和交差点付近の交通状況 

鳴沢村大田和地先 

至 

富
士
吉
田
市 

至 

富
士
宮
市 

［平成24年11月撮影］ 27 



国道１３８号 山中湖自転車歩行者道整備
や ま な か こ

Ｈ２５年度事業費：３．２４億円

じ てん しゃ ほ こう しゃ どう せ い び

国道１３８号の山中湖畔沿道には、観光施設や飲食店、駐車場が整備され、観光

シーズンには多くの観光客が訪れます。昭和４８年より山梨県による山中湖湖岸約

14kmを一周する大規模自転車道（サイクリングロード）が計画・整備されてきましたが、

該 未整備 あるため 歩行者 自転車 者 安全が確保され な 状

【事業の概要】
や ま な か こ

や ま な か こ

当該区間は未整備であるため、歩行者・自転車利用者の安全が確保されていない状

況となっています。本事業は、歩行者・自転車利用者の安全確保のため、自転車歩

行者道の整備を行います。

事業箇所：山梨県南都留郡山中湖村

延 長

みなみ つ る や ま な か こ

延 長：２．０ｋｍ

事業効果として、当該箇所は、自転車

歩行者道が整備されることにより、自動

車との走行空間が分離され、走行安全

性の向上が見込まれます。

【平成２５年度の予定】

本年度から工事に着手する予定です。 また、引き続き調査設計を実施します。

至：御殿場市

至：富士吉田市

山中湖畔の国道138号の現況

山中湖

自転車歩行者道の整備イメージ
［平成24年5月撮影］

【その他の交通安全事業】

箇所名 平成２５年度の予定

国道 20号 上野原歩道整備

国道 52号 飯野新町交差点改良

国道139号 精進湖入口交差点改良

調査設計、歩道設置工事を実施します。

調査設計、用地交渉、交差点改良工事を実施します。

調査設計 用地交渉を実施します国道139号 精進湖入口交差点改良

国道139号 天神山交差点改良

国道139号 一本木交差点改良

国道139号 上暮地歩道整備

国道139号 都留文大入口交差点改良

調査設計、用地交渉を実施します。

調査設計、用地交渉、交差点改良及び歩道設置工事を実施します。

調査設計、用地交渉、交差点改良工事を実施します。

調査設計、用地交渉、歩道設置工事を実施します。

調査設計、用地交渉を実施します。
28



Ｈ２５年度事業費：３．２５億円 

【事業の概要】 
 一般国道２０号甲斐電線共同溝は、甲斐市市街地の商業施設や住宅の多い地区

で、商業業務機能の集積及び都市空間の魅力向上等を目的としたまちづくりを進め

ているところであり、山梨県の無電柱化事業と連携することにより、地域活性化を支

援するとともに無電柱化区間の連続性を図るものです。 

  事業箇所：山梨県甲斐市富竹新田～山梨県甲斐市竜王 
  延   長：２．６ｋｍ 

【平成２５年度の予定】 

国道２０号 甲斐電線共同溝 
 か  い  でん せん きょう どう こう 

 か  い     し とみ  たけ しん  でん 

 本年度は、調査設計及び電線共同溝本体工事を実施します。 

 

か  い でん せん きょうどう  こう  か  い  し 

 か  い     し りゅう おう 

平成２５年度新規着手 

■電線共同溝の整備イメージ 

甲斐市富竹新田地先 

■状況写真 

甲斐電線共同溝 
 

［平成24年11月撮影］ 

甲斐電線共同溝 

凡例 
事業区間 

中
部
横
断
自
動
車
道 

至：諏訪市 

至：大月市 

29 



Ｈ２５年度事業費：０．２５億円

国道２０号 甲府電線共同溝
こ う ふ で ん せ ん き ょ う ど う こ う

平成２５年度新規着手

【事業の概要】

一般国道２０号甲府電線共同溝は、山梨県の中枢都市である甲府市の東部に位置
しており、市街地及びその周辺地区においては、県内の経済活動・防災対応の拠点
となるエリアのため 山梨県においても 市街地中心部から国道２０号へ向かって電

こ う ふ こ う ふ

となるエリアのため、山梨県においても、市街地中心部から国道２０号へ向かって電
線共同溝の面的な整備を推進しているところです。
このため山梨県と一体となり電線共同溝を整備することにより、都市景観及び防災

機能の向上など、地域の活性化を支援するものです。

事業箇所：山梨県甲府市上阿原～同県甲府市蓬沢

延 長 ２ ８ｋ

こ う ふ かみ あ は ら よもぎさわこ う ふ

延 長： ２．８ｋｍ

【平成２５年度の予定】

本年度は調査設計を実施します

甲府電線共同溝

本年度は調査設計を実施します。

至 富士川町

至

秩
父
市

甲府電線共同溝

至 山梨市

至 大月市

至

韮
崎
市

■電線共同溝の整備イメージ ■状況写真

至 富士河口湖町

至 大月市

至 市川三郷町
凡例

事業区間

甲府市蓬沢地先
よもぎさわ

［平成24年７月撮影］ 30



(主
)甲

府
南
ア
ル
プ
ス
線

(主
)甲

府
南
ア
ル
プ
ス
線

(主
)甲

府
南
ア
ル
プ
ス
線

南
西

通
り

貢川小

県立

県民文化ホール

荒
川
橋

貢
川
橋

52

至

市
斐
甲

至

所
役
市
府
甲

貢川

川
荒

川
湯
小

相
川

前田橋南

貢川 荒川橋東詰

寿交番前

貢川交番前 上石田
一丁目

Ｈ２５年度事業費：０．０５億円 

 
【事業の概要】 

 一般国道５２号上石田電線共同溝は、甲府市市街地 

の商業施設や住宅の多い地区に位置しています。上石 

田改良事業（道路拡幅事業）と一体となり電線共同溝を 

整備することにより、安全で快適な通行空間の確保を図 

るものです。 

 事業箇所： 山梨県甲府市上石田一丁目～甲府市寿町 
 延   長： ２．０ｋｍ 
 
          

【平成２５年度の予定】 

国道52号 上石田電線共同溝 

上石田電線共同溝 

 ・平成２４年度補正予算により電線共同溝本体工事を実施するとともに平成２５年

度も、引き続き電線共同溝本体工事を実施します。 

■電線共同溝の整備イメージ ■状況写真 

           

かみ いし だ 

やま   なし こう    ふ   し かみ  いし  だ ことぶきちょう 

かみ いし 

上石田電線共同溝 

か み い し だ で ん せ ん き ょ う ど う こ う 

こ う ふ  し 

 甲府市上石田地先 

凡 例 
事業区間 

だ 

［平成24年12月撮影］ 
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Ｈ２５年度事業費：３．５５億円 

 【事業の概要】 
 一般国道１３９号富士北麓電線共同溝、富士北麓（２）電線共同溝は、富士山を自

然環境や文化的価値の保全及び観光資源として推進するための活動エリアとなって

おり、山梨県の無電柱化事業と連携することにより、富士北麓地域の観光振興等を

図り、安全で快適な通行空間の確保を図るものです。 

  事業箇所： 山梨県南都留郡富士河口湖町船津～富士吉田市上吉田【区間①】 

         山梨県南都留郡鳴沢村前原～南都留郡富士河口湖町船津【区間②】 
  延   長： ７．４ｋｍ 【区間①】、７．1ｋｍ  【区間②】 

【平成２５年度の予定】 

国道１３９号 富士北麓電線共同溝 
 ふ     じ  ほく  ろく でん せん きょう どう    こう 

みなみ つ  る 

 【区間①】 本年度は、電線共同溝本体工事を実施します。 
 【区間②】 本年度は、調査設計を実施します。 

■状況写真 

ふ    じ  ほく ろ く ふ    じ  さ ん 

ふ   じ   ほく  ろく 

な る さ わ ま え は ら ふ な  つ みなみ つ  る ふ    じ   かわ  ぐち  こ 

          富士北麓（２）電線共同溝 

ふ    じ   ほく ろく 

みなみ つ  る ふ じ か わ ぐ ち こ ふ な つ ふ    じ    よし だ   し かみ  よし だ  

 ふ     じ  ほく  ろく       でん せん きょう どう    こう 

■電線共同溝の整備イメージ 

② 南都留郡鳴沢村地先 ① 富士吉田市上吉田地先 
［平成24年3月撮影］ ［平成24年3月撮影］ 

凡例 
事業区間 

富士北麓（２） 
電線共同溝 

富士北麓 
電線共同溝 

【区間②】 【区間①】 

① ② 

32 



維持管理 

【事業の概要】 
 甲府河川国道事務所では国道２０号、５２号、１３８号、１３９号の４路線、延長約２５

８ｋｍを管理しており、平成２５年度国土交通省予算の基本方針である「復興・防災対

策」のうち、「事前防災・減災のための国土強靱化の推進、災害への対応体制の強化

等」をふまえ、以下を実施します。 
 ①道路管理施設等の総点検 
 ②道路施設の老朽化対策等の推進 
 ③公共施設の耐震化 
 また、防災・耐震対策や道路を良好な状態に保全し、安全で円滑な通行を確保する
ための道路管理及び積雪寒冷地対策等の事業を実施します。 

【平成２５年度の予定】 

  

  
 ○道路管理施設等の点検 
   防災対策   管内防災点検（法面、盛土等） 
   老朽化対策  管内橋梁点検  
            管内トンネル点検  

 トンネル点検実施状況  橋梁点検実施状況 

  
  

 防災点検（法面）実施状況 

○道路施設の老朽化対策等の推進 
   橋梁補修    国道２０号 大月橋補修（大月市）  
   防災対策   国道２０号 初鹿野防災（甲州市）  

お お つ き はし お お つ き 

は  じか  の こ う しゅ う 

 橋梁補修（断面修復）（イメージ）  法面工（イメージ） 33 



維持管理 

【平成２５年度の予定】 

 道路巡回状況 

  

  
 ○日常管理 
   一般交通に支障をきたさないよう道路を常時良好な状態に保ち、道路利用者 
  などに対して安全で円滑な交通を確保するために、「道路巡回」、「道路清掃」、 
  「除草」、「樹木の剪定」、「除雪」などの各作業を実施します。 

 ○公共施設の耐震化 
   耐震補強   国道２０号 疾風橋（笛吹市）   

は や て 

ふ え ふ き       

  
  

 道路清掃作業状況  除雪作業状況 

 耐震補強（落橋防止装置）（イメージ）  耐震補強（鋼板巻立て）（イメージ） 

【平成２４年度補正予算での実施内容】 
 ○ 道路附属物等の総点検 
   道路標識、照明灯等の点検  

    舗装補修   国道２０号、５２号、１３８号、１３９号 

  
             

        防災対策   国道２０号 上野原防災（上野原市） 
                              国道５２号 福士防災（南巨摩郡南部町）  
 
 ○事前防災・減災対策 
   凍雪害防止  国道１３９号 本栖融雪設備改修（富士河口湖町）  

あ さ ま 

ふ く し 

う え の は ら 

も と す 

う え の は ら 

みなみ こ  ま ぐん なん ぶ  

ふ   じ  かわ ぐち こ     

 ○道路施設の老朽化対策等の推進 
   橋梁補修   国道２０号 浅間橋（笛吹市）    
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